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6. 運転制御機能
⑴　制御基板
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　⒜　SW7 の機能
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　⒝　吸込／吹出温度制御の切換
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　⒞　吸込温度制御

室内

冷／暖　吹出空気

SAF-DX

リモコン

吸込センサ（Thi-A）

吸込空気

OA

EA

吹出センサ（Thi-AF）全熱交換器

・通常のエアコン RAC・PAC・LXマルチ …等と同じ制御です。
・サーモON/OFF制御：
　吸込温度センサ（またはリモコンセンサ）とリモコンによる設定温度との温度差で制御する。

吸込温度制御：
吸込設定温度はリモコン
により設定されます。

吸込温度は吸込設定温度
となる様に制御する。

　⒟　吹出温度制御

室内

冷／暖　吹出空気

SAF-DX

リモコン

吸込センサ（Thi-A）

吸込空気

OA

EA

吹出センサ（Thi-AF）全熱交換器

・目標吹出温度が固定され、リモコンにより調整できます。
・サーモON/OFF制御：
　吸込温度センサ（またはリモコンセンサ）とリモコンによる設定温度との温度差（吸込温度
　制御と同じ）で制御する。
・冷房：設定吸込温度は吹出目標温度より高くなければならない。
　暖房：設定吸込温度は吹出目標温度より低くなければならない。
　（上記以外の場合、設定温度が吹出目標温度になります。）

吸込温度
≒設定リモコン温度

吹出温度
≒目標吹出温度
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⒠　吹出温度制御　冷房
	 ・本ユニットの吹出温度制御の吹出温度設定値は固定です。
	 出荷時の設定は下表の通りです。

冷房吹出目標温度設定 15℃

目標低圧（目安） （LP ≒ 0.65-0.76MPa）

	 ・吹出温度設定値を変更する場合、リモコンの機能設定を読替えて変更します。温度変更範囲は、±3℃です。
12 ～ 18℃ [1℃ピッチ ] の設定が可能です。

リモートコントローラ機能 動作

No. 機能 リモコン表示 機能 設定

01 お掃除設定
有効 冷房補正

マイナス側／プラス側

－

★ 無効 ★ +

08 暖房室温補正

★ 設定温度

吹出温度補正

★ 設定温度

温度補正 +1.0℃ 温度補正± 1.0℃

温度補正 +2.0℃ 温度補正± 2.0℃

温度補正 +3.0℃ 温度補正± 3.0℃

	 ★　出荷時設定

	 （注）リモートコントローラが RCーD4G の場合は、お掃除設定は表示しません。従ってマイナス補正はできません。

⒡　吹出温度制御　暖房
	 ・本ユニットの吹出温度制御の吹出温度設定値は固定です。
	 出荷時の設定は下表の通りです。

暖房吹出目標温度設定 36℃

目標高圧（目安） （HP ≒ 2.75MPa）

	 ・吹出温度設定値を変更する場合、リモコンの機能設定を読替えて変更します。温度変更範囲は、±4℃です。
32 ～ 40℃ [1℃ピッチ ] の設定が可能です。

リモートコントローラ機能 動作

No. 機能 リモコン表示 機能 設定

09 吸込温度補正

温度補正 +2.0℃

吹出温度補正

温度補正 +4.0℃

温度補正 +1.5℃ 温度補正 +3.0℃

温度補正 +1.0℃ 温度補正 +2.0℃

★ 設定温度 ★ 設定温度

温度補正－ 1.0℃ 温度補正－ 2.0℃

温度補正－ 1.5℃ 温度補正－ 3.0℃

温度補正－ 2.0℃ 温度補正－ 4.0℃

	 ★　出荷時設定
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　⒢　自動吹出温度調節制御

コントローラは、2分毎に吸込温度をチェックし、目標圧力を決定します。
この制御の目的は、過冷房／過暖房を防止するためです。
〈適用条件〉
(1) システムはSAFユニットだけを使っていること。
(2) 室温を検出（リモコンセンサまたはリモートセンサを使用）していること。

冷房
目標低圧〔HI〕

目標低圧〔標準〕

設定温度設定温度―1℃

サーモOFF
目標高圧〔標準〕

目標高圧〔LO〕

設定温度―1℃ 設定温度

サーモOFF

暖房
SW7-4がONの場合は、室温が設定温度に達すると、目標圧力が自動的に変更されます。

　⒣　目標吹出温度自動緩和制御
　・�SW7－3 が ON で SW7－4 が ON の時、設定温度に近づくと，吹出温度を緩和する運転を自動で行います。 

（下図に運転例を示します。）
　・過冷房、過暖房の対策制御です。
　・他のマルチ室内ユニットの混在運転時は切換りません。（本ユニット単独運転時のみ有効です。）

吹出温度センサ一のグラフ

実線（※）の時、吸込温度が目標温度に達し、自動的に目標圧力を切換え，インバータで
運転Hzを変更し、室内熱交温度及び吹出温度が上昇していることがわかります。

冷房運転時の目標吹出際温度緩和制御の例

運転周波数のグラフ

圧力(低圧)のグラフ 室内熱交温度のグラフ

※ ※
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　⒤　冷房時のバイパスダンパ機能
　・冷房時のバイパスダンパとは、冷房運転時に全熱交換器のバイパスダンパを制御する機能のことです。

SAF-DXP全熱交換器

SA

RA

EA

OA

吸込温度上昇
吸込温度下降CnD: OFF

CnD: ON

10 16

吸込温度(°C)

12 18

CnD: OFF

　・吸込温度に応じて CnD 出力を ON/OFF します。
	 　全熱交換器のバイパスダンパを CnD からの指令で制御します。
	 　本制御を使う場合、現地で吸込温度センサ位置を下図の通り吸込温度を検知できる位置に変更してください。

SAF-DXP全熱交換器

SA

RA

EA

OA

吸込温度上昇
吸込温度下降CnD: OFF

CnD: ON

10 16 吸込温度＝外気温度12 18

CnD: OFF

　⒥　自動運転の切替温度
　　　設定変更が必要です。

温度低下
温度上昇

暖房モード

冷房モード

▲
設定値（Ts）

-2 +1-1 +2

ファンモード

自動運転 A

★　工場出荷時設定

リモコン機能
実際の意味

No. 機能 リモコン表示

11 換気リンク設定

★換気なし ★　自動運転A±2℃

換気リンク

換気リンクなし

暖房モード

冷房モード

▲
設定値（Ts）

-1.5 +0.5-0.5 +1.5

ファンモード

自動運転 B

暖房モード

冷房モード

▲
設定値（Ts）

-1 +0.5-0.5 +1

ファンモード

自動運転 C

・LXマルチ室内ユニット自動運転の切替温度は±3℃です。
・SAF-DXの自動運転の切替工場設定温度は±2℃です。
　操作モード変更温度は、リモコン機能設定No.11を使って下記のように変更できます。

自動運転B±1.5℃

自動運転C±1℃
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7. 空気線図

20

30

相対
湿度
RH[
%]

0.010
0.011
0.012
0.013
0.014
0.015
0.016
0.017
0.018
0.019
0.020
0.021
0.022
0.023

絶
対
湿
度
 x
 [
kg
/k
g(
D
A
)]

比
エ
ン
タ
ル
ピ
 h 
[k
ca
l/

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

8
9 1
01
11
21
31
4 1
5 1
6
17
18

湿球温度WB[℃]

19
20
21
22
23
24

0.92
0.93

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445
乾球温度 DB [℃]

湿り空気 h-x 線図(全圧力P=760mmHg)

10

相対
湿度
RH

0.000
0.001
0.002
0.003
0.004
0.005
0.006
0.007
0.008
0.009
0.010
0.0

3
4
5
6

-4-
3-2
-1
0
1 2
3 4
5
6
7
8
9 1
0

0.76

0.77

0.78

0.79

0.80

0.81

0.82

0.83

0.84

0.85

0.86

0.87

0.88

0.89

0.90
0.91

2

比
容
積
 v [m

3̂/kg(DA)]

101112131415161718192021222324252627282930313233343536373839404142434445
乾球温度 DB [℃]

湿り空気 h-x 線図(全圧力P=760mmHg)

0.000
0.001

0.80

0.81

0.82

0.83

0.84

0.85

0.86

0.87

0.88

0.89

0.90

)]

冷房運転
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全熱交換効率73.5％
エンタルピー効率67％

暖房運転例
計算条件
全熱交換効率73.5％
エンタルピー効率70％

SAF-DXP吹出
15～18℃ＤＢ

室内条件27℃ＤＢ／19℃ＷＢ

室外条件35℃ＤＢ／24℃ＷＢ

全熱交出口29.6℃ＤＢ／20.4℃ＷＢ

室外条件7℃ＤＢ／6℃ＷＢ

室内条件20℃ＤＢ／13.8℃ＷＢ

全熱交出口16.6℃ＤＢ／11.7℃ＷＢ

全熱交加湿器後12.1℃ＤＢ／11.7℃ＷＢ
SAF-KIT吹出
37～40℃ＤＢ

吸込温度制御の例
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冷房運転例
計算条件
全熱交換効率73.5％
エンタルピー効率67％

暖房運転
計算条件
全熱交換効率73.5％
エンタルピー効率70％

SAF-KIT吹出
15～17℃ＤＢ

室内条件27℃ＤＢ／19℃ＷＢ

室外条件35℃ＤＢ／24℃ＷＢ

全熱交出口29.6℃ＤＢ／20.4℃ＷＢ

室外条件7℃ＤＢ／6℃ＷＢ

室内条件20℃ＤＢ／13.8℃ＷＢ

全熱交出口16.6℃ＤＢ／11.7℃ＷＢ

全熱交加湿器後12.1℃ＤＢ／11.7℃ＷＢ
SAF-DXP吹出
36～40℃ＤＢ

吸込温度制御の例
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8. 取扱説明書

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午前
午後

時間
℃後切切午前

午後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

設定温度 風量モード 運転モード

点 検 試運転エアコンNo.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

2

冷房運転

暖房運転

－2
室温設定温度

＋2

2

■ 全熱交換器組合せ用直膨コイルキット（SAF-DXP）

エアフィルタは全熱交換器のフィルタを利用します。全熱交換器の取扱説明書に従ってください。

全熱交換器組合せ用直膨コイルユニット補足説明書
PSA012B752

■ 運転のしかた

■ お手入れのしかた

ワイヤードリモコンの場合（RC-D4G）

ワイヤレスリモコンの場合

2 運転切換スイッチを押す
室内機の機種に合わせて運転モード範囲が表示されます。
スイッチを押すと 除湿→冷房→送風→暖房（→自動）※の順に
切り換わります。
加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）及び全熱交換器組合せ用
直膨コイルキット（SAF-DXP）の場合，「除湿」モードは出
来ません。「除湿」モードにすると「冷房」モードとなります。

※“自動”は冷暖フリーマルチの場合のみ選択できます。冷暖
フリーマルチ以外の場合は，“自動”の選択は不可です。

（冷暖フリーマルチで，自動運転の場合の表示例）
・自動運転は，設定温度

と室内空気吸込温度の
差により冷房・暖房が
自動的に切り換わります。

「■」表示の横の運転モードが現在選択されている運転モード
です。
　（自動）※→冷房→暖房→除湿→送風　の順に切り換わります。

加湿器付外気処理ユニット（FDU-F）及び全熱交換器組合せ用
直膨コイルキット（SAF-DXP）の場合，「除湿」モードは出
来ません。「除湿」モードにすると「冷房」モードとなります。

※「自動」冷暖フリーマルチの場合のみ選択できます。冷暖
フリーマルチ以外の場合は“自動”の選択は不可ですので
自動運転の設定変更をしてください。

2 運転切換ボタンを押す

本取扱説明書は，本機特有の内容（アンダーライン部）のみ説明しています。
その他の内容は，室外機に付属している取扱説明書をご覧ください。

(注) ecoタッチリモコン (RC-DX2) も同様です。
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9. 据付関連事項

⑴全熱交換器組合せ用直膨コイル　据付工事説明書
本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内）は、電気配線工事説明書をご覧ください。リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外）及び冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。

●据え付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると破裂 ･ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･火災等の原因になります。
●小部屋に据え付ける場合は万一冷媒が漏れても限界濃度を超えない対策が必要です。
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据え付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れや、火災、感電等の原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据え付けは、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下等により、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になることがあります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気等を入れない。
　空気等が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガ等の原因になります。
●�電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、�
必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
●�ここに示した注意事項は、 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。
●�据付工事完了後、試運転を行い、異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそって、「安全上のご注意」や正しい使用
方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法等）をお客様に説明してください。また、お使
いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方に取扱説明書等をお渡しいただくよう依頼してください。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締め付ける。
　フレアナットの締め付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
●�電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこと�
を確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。
　�冷媒配管を取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異�
常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
●ポンプダウン作業では、冷媒配管をはずす前に圧縮機を停止する。
　�圧縮機を運転したままサービスバルブ開放状態で冷媒配管をはずすと空気などを吸引し、冷凍サイクル内が異常高圧に�
なり、破裂、ケガなどの原因になります。
●改修は絶対にしないでください。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災等の原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「室内ユニット電源ブレーカー」を必ず落とす。
　点検・修理にあたって、室内ユニット電源ブレーカーがＯＮのままだと、感電および室内ユニットファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になることがあります。

PCH012D004 A⑴全熱交換器組合せ用直膨コイル　据付工事説明書
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●アース（接地）を確実に行う。
　�アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、�
故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカー（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカーを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
●�腐食性ガス（亜硫酸ガス等）、可燃性ガス（シンナー、ガソリン等）の発生、滞留の可能性のある場所、揮発性引火物�
を取扱う所での据付け、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損等の原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。
●洗濯室等、水の掛かる場所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災等の原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下等の原因になることがあります。

注意

●�病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器の近くでは据え付け、使用しない。
　�インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコンの誤作動や故障の原因になったり、エアコン側�
から医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音等弊害の原因になることがあります。
●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●次の場所への据え付けは避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所			   ・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等、機器に影響する物質の発生する所
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）		  ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・高周波を発生する機械を使用する所			   ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・海浜地区等塩分の多い所				    ・積雪の多い所
　・煙突の煙がかかる所					     ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。
●エアコンの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80%以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じる恐れがあります。
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。

●�ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、�
絶対に設けない。
　試運転時に排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●ドレン配管は硫黄系ガス等、有害ガスの発生する排水溝には直接入れない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管等表面が結露して、露たれ等を発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。
●製品の運搬は充分注意して行う。
　�20kg 以上の製品は原則として 2人以上で行ってください。PPバンドなど所定の位置以外を持って製品を動かさないでください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギ等の金属あるいは、木片等を使用していますので放置状態にしますとケガをする恐れがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになる恐れがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源スイッチによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
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①据付のまえに

②室内ユニットの据付場所の選定
①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
　・�冷風または温風が十分に行きわたる所。据付高さが３ｍを超えると暖気が天井にこもりますので、サーキュレータの併設をご
指導ください。

　・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
　・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
　・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショートサーキットしない所。
　・侵入外気の影響のない所。
　・直射日光の当たらない所。
　・周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。
　　�本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上記条件以上の高湿度
雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、ユニット本体
の全ておよび配管、ドレン配管にさらに１０～２０ｍｍの断熱材を取付けてください。

　・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。( 映像の乱れや雑音が生じることがあります。)
　・ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器等濡れて困るものを置かない所。
　・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
　・フライヤーの真上など油・粉・蒸気等を直接吸込まない所。
②�据付けようとする場所がユニット重量に耐えられるかどうか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付作業を行っ
てください。強度不足の場合は、ユニット落下によるケガの原因になります。

室内ユニット据付スペース
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

コントロールボックス

据付時にこの面が下になります。

吹出し吹出し

吸込み

付属品収納場所（梱包時）

付属品

書類
（テープで固定）

点検口

650以上100以上

（450×450）

吹出

吸込

サービススペース

平面図（単位：mm） 正面図（単位：mm）

30
0以
上

スラブ
ダクト取付け取外し時のスペース
（現地判断で縮めても可）

20
0以
上

天井 ドレントラップ、ドレン
勾配のためのスペース

（側面サービス）

（側面、下面サービス共）

次
に
示
す
よ
う
な
方
法
が
可
能
で
す
。

左
記
に
示
す
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
時
に
は

平面図（単位：mm）

60

50
0

82
82

400以上

100

吹出

吸込

正面図については左記と同様とします。
点検口
（500×A）

形式 A
SAF-DXP10003 870
SAF-DXP8003 730
SAF-DXP5003 585
SAF-DXP3503 500

配管スペース

付属品

パイプインシュレーシュン
※※

1 個 冷媒配管保温用

●据付はこの据付け説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様　　　○配管・配線・小物部品　　　○付属品

冷房
上限 27℃ DB
外温 35℃のとき

下限 16.5℃ WB
外温 -5℃のとき

暖房
上限 27℃ DB
外温 20℃ WB以下

下限 10℃ DB
外温 -20℃ WB以上

室内ユニット吸込空気温度
範囲の空気温度

露点温度
28℃以下

室内ユニット

空気条件の詳細については，1140ページをご覧ください。

空気条件風量範囲

タイプ 定格
風量

機内
抵抗

下限
風量

機内
抵抗

上限
風量

機内
抵抗

（m3/h）（Pa）（m3/h）（Pa）（m3/h）（Pa）
SAF-DXP3503 350 66 280 45 420 90
SAF-DXP5003 500 66 400 45 600 90
SAF-DXP8003 800 66 640 45 960 90
SAF-DXP10003 1000 66 800 45 1200 90

重　要 　�必ず、全熱交換器と組合せ、使用してください。
②の風量範囲で使用してください。
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冷媒液側配管B
ドレン自然排水用
電源取入口
全熱交換器用配線取入口

D
E

項目
冷媒ガス側配管

記号
A

L3

373
吊りボルトピッチ

40
40

33718

90

制御箱

点検口

6771

吹出用ダクト吸込用ダクト

AB

G

L2
L4 270 L5

16
0

C

D

L6L7

16
0

180
220

33770

220

27
67

28
6

31
5

53

L9（
ダク
ト外
寸法
）

L8（
ダク
ト外
寸法
）

362

L1

450

通信線取入口
吊りボルト

F
G

E
F

C

26
4

吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ

682
537
452

L1
822

形式
SAF-DXP10003
SAF-DXP8003
SAF-DXP5003
SAF-DXP3503

570
425
340

L2
710

490
345
260

L3
630

320
212.5
170

L4
250

250
212.5
170

L5
190

320
212.5
170

L6
385

250
212.5
170

L7
325

φ250

L8
2-φ200

φ200
φ150

φ250

L9
φ250

φ200
φ150

吸込用ダクト 吹出用ダクト

上面

下面

（
吊
り
金
具
下
面
）

18

③据付け前の準備
●吊りボルト長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上又は天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
　○強度が充分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０）を４組現地にて手配してください。

④室内ユニットの据付け

〈吊り込み〉
○ユニットを吊り込んでください。

○�本体を据え付けたとき、本体と天井穴の寸法が出
ないときは、据付金具が長穴になっていますので
調整してください。

〈吊りボルト固定方法〉
○�下図のいずれかの方法で吊りボルトを固定してく
ださい。

据　付 水平度の調整
お願い
○水準器を使用するか、下記の要領で水平度の調整を行なってください。

○�水平度がでていないとフロートスイッチの誤作動あるいは不作動の
原因となります。

単位：ｍｍ
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⑥冷媒配管

●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。
　冷媒Ｒ２２で使用していた既設配管を使用する場合は、下記点を注意してください。
　・薄肉配管の使用は避けてください。
●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等 ( コンタミ ) の付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化等の原因になります。
●Ｒ４１０Ａ以外の冷媒は使用しないでください。
　�Ｒ４１０Ａ以外（Ｒ２２等）の冷媒を使用すると、冷凍機油劣化等の原因になります。また空気などが混入すると、異常高圧に
なり、破裂等の原因になります。

●据付けに使用する配管は屋内に保管し、両端ともろう付する直前までシールしてください。
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具はＲ４１０Ａ専用ツールを使用してください。
●�室内機配管はサービスパネルを取り外し可能とするため配管方向がどのような方向でも必ずユニットから４００ｍｍ以上のスト

レート部分を設けてください。

１．ろう付作業時は、ろう付部周囲を過熱しないように濡れタオル等で冷やしながら実施してください。
２．�室内機のろう付部は、ガス漏れチェック後、断熱材（現地手配）をかぶせてください。
　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※�配管は断熱しないと結露し水漏れします。現地にて断熱材を手配し断熱してください。断熱材の厚みは２０ｍｍ以上として

ください。
３．冷媒は室外ユニットに充填されています。
　　�室内および接続配管分の冷媒追加量については室外ユニットに付属の説明書をご覧ください。

冷媒配管時の注意事項

作業手順

⑤ダクト工事

①エアコン本体にはエアフィルタが付属されていません。掃除の容易な吸込グリルに組込んでください。
②吹出口は室内全般に空気か流れるように位置、形状を選びさらに風量が調節出来る構造のものを使用してください。
③天井面に点検口を必ず設けてください。電装品、モータ、機能品のサービス、熱交換器洗浄のために必要です。
④ダクトの保温施工は必ず実施し、ダクトへの結露を防止してください。保温材の厚さは６５mm（JIS A ９５０１）です。

OA

EA

加湿器付全熱交換器 直膨コイルキット

加湿器

吹出口

点検口
（450□）

吸込口
（エアーフィルター付）

天井面

RA

SA

形式
SAF-DXP10003 液配管

ガス配管
SAF-DXP8003 液配管

ガス配管
SAF-DXP5003 液配管

ガス配管
SAF-DXP3503 液配管

ガス配管

φ9.52
φ15.88
φ6.35
φ12.7
φ6.35
φ12.7
φ6.35
φ9.52

フレア接続
フレア接続
フレア接続
フレア接続
フレア接続
フレア接続
フレア接続
フレア接続
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⑦ドレン配管
ドレン配管時の注意事項

●�ドレン配管は必ず保温してください。保温は室内機内のドレンパン側面のソケット部まで行ってください。
配管工事に不備があると、水漏れにより、家財・電算機等を濡らす原因となります。

●�ドレン配管を接続する場合、室内機側の配管に力を加えないように注意して行い、出来る限り室内機近傍で配管を固定してくだ
さい。

●�ドレン配管は、室内機外側に下り勾配（1/50 ～ 1/100）とし、100mm 以上の水封が作れるトラップを設けてください。（臭
気止め、逆流防止の為）

●�配管施工後、排水が良好に行われていることと、水漏れのないことをご確認ください。
●�ドレン配管の出口は臭気発生する恐れのない場所に施工してください。
●�ドレンパンは定期的に清掃してください。
●�ドレン配管サイズは途中で細くしないでください。またドレン配管が集合する場合は十分な大きさとしてください。

ご注意

ドレン配管ドレンパン
休止中
運転中

10
m
m

OA

EA

ダクト

吸込側圧力損失
100Pa

排水テスト

　　　　　　ダクトを接続し、送風機を運転するとユニット内部は大気圧に対して負圧となります。

〈トラップの施工〉
ドレン排出口が負圧となる位置にありますのでドレンパンの水位
上昇による水漏れを防ぐため設計上、トラップを（配管工事のと
き）１箇所設けてください。
トラップは掃除が可能な構造とすることが必要です。右図に示す
ようにＴ形継手を使用してください。またトラップの高さも右図
の様な寸法としてください。
トラップはユニットの近くに設けてください。

ドレン配管工事が完了したら、水を流して確認してください。
○�点検口をはずし、ドレンパンに１０００ｃｃの水を徐々に入れ、スムーズに排水することを確認してください。
　又、水漏れのないことをご確認ください。

ドレン配管は、硫黄系ガス等有害ガス及び可燃性ガスの発生する排水溝に直接入れないでください。
室内に有害ガス及び可燃性ガスが侵入する恐れがあります。

　警　告
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⑨ユニット据付工事完了後のチェック項目
●ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良だと… チェック欄
室内外ユニットの取付けはしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
②の風量範囲に入っていますか。 冷えない・暖らない
ドレンはスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は本体の銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
電線の太さは仕様どおりですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない・暖らない

⑧電気配線取出し位置および電気配線接続
●�電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」及び電気配線工事説明書に従って施工し、
必ず専用回路を使用してください。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
●電源配線と通信配線は同一経路を通さないようにしてください。誤動作や故障の原因になることがあります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事は、付属の電気配線工事説明書 (PCH012D005) をご覧ください。

１．電装箱の蓋 ( ねじ２本 ) を取外し、上部の引掛けを外してください。
２．各配線をユニット内に入れ、端子台に確実に接続してください。
　　コントロールボックスの蓋に貼付の結線銘板参照ください。
３．各配線をクランプで固定してください。
４．取外した部品を元通りに取付けてください。

電源側端子台

1
2

3
X
Y
A
B

1
2
3
4
5
6

通信側端子台

リモコン線

スーパーリンク線

全熱交換器側端子台

室内ユニット電源線

全熱交換器用配線

強電配線用バンド

弱電配線用バンド

（電源側端子台には
全熱交換器の電源は
接続しないでください）

詳細は付属の電気配線工事説明書 (PCH012D005) を参照ください

●チェック終了後、試運転を行ってください。試運転は室外機据付工事説明書に記載の手順で行ってください。
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(2) 電気配線工事説明書(2) 電気配線工事説明書 PCH012D005

電気配線工事は電気設備技術基準及び内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

安全上のご注意
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電又は過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。

注意

●電源には必ず漏電遮断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電遮断器が取付けられていないと感電の原因になることがあります。
●正しい容量のブレーカ（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　大きな容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源プラグを差し込む際は、電源プラグ側だけでなく、コンセント側にもホコリの付着、詰まり、がたつきがないこ
　とを確認し、刃の根元まで確実に差し込む。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。コンセントにがたつきがある場合は、交換してください。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

A
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①電源・室内外・全熱交換器配線の接続
●機器毎に設定された過電流及び漏電遮断器（感度電流３０ｍ A）を設置してください。
●�専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる２次災害が生じる恐れがあ

ります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●�室内ユニットに接続する電源線は３．５ｍｍ２まで使用可能です。５．５ｍｍ２以上の配線を使用する場合は、専用のプルボックス

を使用し、室内ユニットへ分岐してください。
●ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●�天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等

の保護管内に通してください。
●信号側端子台に AC200V電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●信号線を途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。
●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続
　①�ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱の蓋を取外し、電源側端子台、信号側端子台に番号を合わせて

接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。
　②�電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。漏電遮断器は、インバータ回路用遮断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、

その同等品）を選定してください。
　③�漏電遮断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用遮断器が必

要となります。

冷暖フリーマルチの場合
分流コントローラの配線
●本ユニットを冷暖フリーマルチとして使用する場合は分流コントローラ（別売品）に付属の据付説明書をご覧ください。

配線系統図 （室外・室内ユニット接続要領）

電源仕様

注 1．配線こう長は、電圧降下２％とした場合を示します。上記の配線こう長を越える場合は、内線規程に従い、配線太
　　　さを見直してください。
注 2．リモコン線の延長距離が100ｍを越える場合は、　　　　　　　　   に従い、配線太さを見直してください。

適合配線

電源線

信号線

室内機電源仕様
形　　式 配線こう長 信号線 リモコン線 アース線漏電遮断器定格 開閉器容量

SAF-DXP3503
5003
8003 15A 30mA 0.1sec 30A

ヒューズ 電源線太さ

15A 2.0mm2×2 0.3mm2×2心 2.0mm20.75～1.25mm2
×2

10003

リモコン線

2.0～3.5mm2

0.75～1.25mm2

0.3～1.25mm2

2000m

④リモコンの取付け

室内ユニット

１ ２ ３ ４ ５ ６

５１Ｘ１ＸＲ1５２Ｘ１

AC200V

ＴＢ２

全熱交換器

外
部
運
転
入
力

加
湿
器

外
部
運
転
入
力

異
常
出
力

必ず、ＳＡＦの運転に連動して全熱交換器が運転する接続としてください。
全熱交換器のリモコンでは運転しないでください。

詳しくは全熱交換器据付説明書・取扱説明書をご覧ください。

全
熱
交
換
器

信号線（室外-室内機間）

リモコン線

室外ユニット

アース

 室内ユニット1①
②

リモコン

アース

室内ユニット2①
②

リモコン

信号線（室内機間）

リモコン線

A B

A B

X Y

X Y

A B

X Y

X Y

手
元
開
閉
器

　

ま
た
は

配
線
用
遮
断
器

漏
電
遮
断
器

室内ユニット側
電源線

全熱交換器との配線接続要領

TB2
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③アドレス設定
アドレス設定は、（１）手動アドレス設定、（２）自動アドレス設定の２方法ができます。
自動アドレス設定の場合、アドレス設定後、ワイヤードリモコンからアドレスの変更が可能です。
設定方法は、室外ユニットに付属の説明書をご覧ください。

②電気配線取出し位置および電気配線接続
●�電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」及び電気配線工事説明書に従って施工し、

必ず専用回路を使用してください。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
●電源配線と通信配線は同一経路を通さないようにしてください。誤動作や故障の原因になることがあります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

１．電装箱の蓋 ( ねじ２本 ) を取外し、上部の引掛けを外してください。
２．各配線をユニット内に入れ、端子台に確実に接続してください。
　　コントロールボックスの蓋に貼付の結線銘板参照ください。
３．各配線をクランプで固定してください。
４．取外した部品を元通りに取付けてください。

電源側端子台

1
2

3
X
Y
A
B

1
2
3
4
5
6

通信側端子台

リモコン線

スーパーリンク線

全熱交換器側端子台

室内ユニット電源線

全熱交換器用配線

強電配線用バンド

弱電配線用バンド

TB1

TB2

TB3
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④リモコンの取付け（別売部品）
●次の位置へ取付けないでください。
　○直射日光の当たる所
　○発熱器具に近い所
　○湿気の多い所、水が飛散する所
　○取付面が発熱・結露する所
　○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
　○取付面の凹凸がある所

リモコン取付・配線
①リモコンの取付けは、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。( 現地手配 )
③リモコン線の総延長は６００ｍです。
　�延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。但し、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以

下とし、リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。
　　１００～２００ｍ以内・・・・・０．５ｍｍ２×２心
　　　　　　３００ｍ以内・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
　　　　　　４００ｍ以内・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
　　　　　　６００ｍ以内・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多心ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①�１つのリモコンで複数台のユニット（最大１６台）をグループ制

御できます。
　同一モード、同一室温設定で運転します。
②�グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り

配線してください。
③�室内・室外Ｎｏ．を手動アドレス設定にてセットしてください。
　○�室内ユニット基板上のロータリーＳＷ１、ＳＷ２により、室内

Ｎｏ．を重複しないように設定してください。
　○�室外ユニットの室内Ｎｏ．設定も必要です。忘れずに設定して

ください。
④�右図のように室外ユニットが複数台の場合でもリモコン複数台制

御可能です。

　�電源投入後、リモコンのエアコンＮｏを押すと室内アドレスが表
示されますので、▲ ▼ ボタンで接続されている室内アドレスがリ
モコンに表示されることを、必ず確認してください。

 室内ユニット確認方法
エアコンＮｏ．が表示されている時に運転切換ボタンを押すとその
Ｎｏ．の室内ユニットが送風運転します。（表示例：「内 000 送風」）
再度運転切換ボタンを押すと、送風運転を停止します。
但し、エアコンが運転中の場合は無効です。

 複数リモコン使用時の親子設定
室内１台（又は１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接
続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン + ワイヤレ
スキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せがで
きます。

①�子リモコンの切換えスイッチ（ワイヤードリモコン：ＳＷ１、ワ
イヤレスキット：ＳＷ１－２）を「子」に設定してください。初
期設定は「親」設定です。

　○�注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親
リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

リモコン線(無極性)

  
リモコン
ＳＷ１「親」 

室内ユニット

  

  
リモコン
ＳＷ１「子」 

スイッチ 設定 機能内容 
親 親リモコンワイヤードリモコン:ＳＷ１

ワイヤレスキット:ＳＷ１-2 子 子リモコン

室外ユニット
Ｎｏ．０１

室内ユニット
室外Ｎｏ．０１
室外Ｎｏ．０１

室外ユニット
Ｎｏ．０２

室内ユニット 
室外Ｎｏ．０１
室内Ｎｏ．０２

 

 

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０１
室内Ｎｏ．０３

 

 

室内ユニット
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０４

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０５

 

 

室内ユニット  
室外Ｎｏ．０２
室内Ｎｏ．０６

 

 

 
リモコン
 

リモコン線(無極性) 

信号線

A B A B

A B A B

X Y

A B

X Y

A B

X Y

X Y

A B

X Y

A B

X Y

X Y

X Y

X Y X Y
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⑤リモコンによる機能設定
機能設定
●リモコンと室内ユニットの各機能は、リモコンと室内ユニットを接続した際、
標準的な使い方である初期設定に自動設定されます。
標準的な使い方をする場合は、設定の変更は不要です。

   但し、グリル昇降設定や、「○」印の初期設定を変更したい場合は、
   その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。

機能設定のながれは、下記の通りです。
設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。
【機能設定のながれ】  
開始 ： エアコン停止状態でセット+運転切換ボタン同時 3秒押し 
確定 ： セットボタンを押す 
戻る ：  リセットボタンを押す 
選択 ： ▲ ▼ボタンを押す 
終了 ： 運転／停止ボタンを押す 

( 設定の途中でも終了しますが、設定が完了していないもの
は無効になります。) 

「○」 ： 初期設定 
設定方法の詳細は、リモコンの据付説明書をご覧ください。 

「※」 ： 自動判別 

冷房時

標準制御サーモオフ
サーモオフ

外調機制御

暖房時
－1℃ ＋1℃設定値（Ts） 設定値（Ts）

標準制御

外調機制御

注3. 圧力制御切換
SW7-4の設定により圧力制御を切換ます。
　　・OFF（出荷時設定）の時、リモコン機能設定
　　 17：外調機制御で切換ます。

・ONの時、圧力制御は自動切換となります。リモコンの設定値（Ts）と吸込温度
 （リモコンがリモコンセンサ有効の場合はリモコンセンサ温度）により、自動で
 圧力を切換ます。

リモコン表示
圧力制御 標準制御 外調機制御

圧力制御標準 圧力制御切換

外調機制御は吹出温度を冷房時高く、暖房時低くします。

注2. 吹出温度制御
・吹出温度制御は、SW7-3がONの時有効となります。
・吹出温度設定値は、圧力制御切換により下記となります。

注．リモコンがRC-D4Gの場合、お掃除自動の切換はありません。（表示しない）。
 従って、マイナス補正は出来ません。
★出荷時設定

・リモコン機能の「01：お掃除自動」「08：暖房室温補正」「09」「吸込温度補正」
  で吹出温度が変えられます。

圧力制御切換 標準制御 外調機制御
冷房時 15℃ 25℃
暖房時 36℃ 24℃

リモコン機能 表示 温度補正 備考

お掃除自動 有効 / ★無効 マイナス / ★プラス 冷房の吹出温度補正に使用します。

暖房室温補正
★補正無
/+1.0/+2.0/
+3.0℃

★補正無
/+1.0/+2.0/
+3.0℃

冷房の吹出温度が補正されます。

吸込温度補正

-2.0/-1.5/
-1.0/ ★補正無
/+1.0/+1.5/
+2.0℃

-4.0/-3.0/
-2.0/ ★補正無
/+2.0/+3.0/
+4.0℃

暖房の吹出温度が補正されます。

－2

暖房

送風

冷房

－1

設定値（Ts）
＋1 ＋2（℃）

換気設定
換気接続なし +2.0deg

+1.5deg
+1.0deg

+1.0deg 左図
+0.5deg
+0.5deg

換気連動
換気非連動

換気設定：換気接続なしの時
冷房切換 送風切換

注1. 自動運動制御
・自動運転は、リモコンの運転切換を｢自動｣設定にすると、｢冷房｣｢送風｣｢暖房｣に自動切換します。
・切換温度は、リモコン機能設定　11：換気設定で切換します。
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01 ｸ ﾘ゙ﾙ昇降設定 　
昇降無効 ○
有効50Hz 50Hz地区で使用の場合
有効60Hz 60Hz地区で使用の場合

02自動運転設定
自動運転有効 ○
自動運転無効

03 温度設定
温度設定有効 ○
温度設定禁止 温度設定操作禁止

04 運転切換
運転切換有効 ○
運転切換禁止 運転切換操作禁止

05 運転/停止
運転/停止有効 ○
運転/停止禁止 運転／停止操作禁止

06 風量切換
風量切換有効 ○
風量切換禁止

07 風向切換
風向切換有効
風向切換禁止 ○

08タイマー
タイマー有効 ○
タイマー禁止 タイマーボタンの操作無効

09
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 無効 ○
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ ＋3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効、且つ＋3.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ ＋2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効、且つ＋2.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ ＋1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効、且つ＋1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ －1.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効、且つ－1.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ －2.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ 有効、且つ－2.0℃温度補正する。
ﾘﾓｺﾝｾﾝ ｻ－3.0℃ ﾘﾓｺﾝｾﾝ ｻ有効、且つ－3.0℃温度補正する。

10 停電補償設定
停電補償無効 ○
停電補償有効

11 換気設定
換気なし ○

注1（前ページ参照）

換気連動なし
12 温度範囲設定

温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、
制御に追従し変化します。

表示変更無し 温度設定範囲を変更した場合、設定温度表示は、制御に追従せず、
設定した温度のままとなります。

13 室内ファン
３速HI-ME-LO
２速HI-LO
２速HI-ME
１速

14 ﾙｰﾊ 制゙御設定

ﾙｰﾊ ４゙位置停止 ○
ﾙｰﾊ ﾌ゙ﾘｰ停止

15 冷専／ﾋｰﾎ ﾝ゚
ヒーポン ○
冷専

16 外部入力設定
室内基板のCNTに外部入力すると、その室内ユニットが単独で
外部入力に従い運転します。

全台同一運転 室内基板のCNTに外部入力すると、同一リモコンネットワークの全台が
外部入力に従い運転します。

17 室温表示設定
室温表示無し ○
室温表示有り 通常の運転表示において、風量表示の代わりに室温を表示します。

表示有り ○
表示無し 暖房準備表示を出さない様にします。

ﾘﾓｺﾝ機能

機能設定

換気連動

表示変更有り ○

○

一台運転 ○

各制御の詳細は、2014年ハンドブック（サービス編）をご覧ください。

運転／停止ボタン 
(終了) 

エアコン停止状態で 
セット＋運転切換ボタン同時３秒押し

(開始) 
設定内容を記録して
保管してください。

18 暖房準備表示
（親リモコンのみ切換可能）

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

ﾘﾓｺﾝｾﾝｻ設定
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室内ユニット複数台接続時のみ
室内ユニット№選択

　内000 02 高天井設定
内001 標準 ○
内002 高天井１ 暖房時の膨張弁最低開度の変更に使用します。
内003 高天井２
内004 03 ﾌｨﾙﾀｰｻ ｲﾝ設定

表示なし
設定１ ○ 180時間でﾌｨﾙﾀｰｻ ｲﾝを表示します。
設定２ 　 600時間でﾌｨﾙﾀ ｰｻｲ ﾝを表示します。
設定３ 1000時間でにﾌｨﾙﾀｰｻ ｲﾝを表示します。
設定４

1000時間でﾌｨﾙﾀｰｻ ｲﾝを表示し、その後、24時間経過したら

04 ﾙｰﾊ 制゙御設定

ﾙｰﾊ 4゙位置停止 ○
ﾙｰﾊ ﾌ゙ﾘｰ停止

05 外部入力切替
ﾚﾍ ﾙ゙入力 ○
ﾊ ﾙ゚ｽ入力

06 運転許可／禁止
無効 ○
有効 運転許可／禁止制御を有効にします。

07 緊急停止
無効 ○（マルチ室内ユニットのみ）
有効 マルチ室内ユニットの場合、同一室外ユニットに接続された

遠方発停端子「CNT－６」から停止信号が入った場合、

室温補正＋3.0℃
室温補正＋2.0℃

08 暖房室温補正 室温補正＋1.0℃
補正なし ○

吸込補正＋2.0℃
吸込補正＋1.5℃

09 吸込温度補正 吸込補正＋1.0℃
補正なし ○
吸込補正－1.0℃
吸込補正－1.5℃
吸込補正－2.0℃

10 暖房ﾌｧﾝ制御
弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。

暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。
電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。

間欠 暖房サーモOFF時、間欠運転します。
停止　 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。

リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。
本体サーモの時は、設定しないでください。

11 フロスト防止温度 フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。
温度　　　高
温度　　　低 ○ 　

12 フロスト防止制御 シングル機のみ有効
ﾌｧﾝ制御有効 ○ フロスト防止制御時に、室内ファンタップを上げます。
ﾌｧﾝ制御無効

13ドレンポンプ
標準 ○ 冷房・除湿時ドレンポンプON
暖房 冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON
暖房　　送風 冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON
送風 冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON

14 冷房ファン運転
連動なし ○ 冷房停止、ﾌｧﾝ残留運転なし。
0.5時間 冷房停止、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
１時間 冷房停止、１時間ﾌｧﾝ残留運転する。
６時間 冷房停止、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

15 暖房ファン運転
連動なし ○ 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、ﾌｧﾝ残留運転なし。
0.5時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、0.5時間ﾌｧﾝ残留運転する。
２時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、２時間ﾌｧﾝ残留運転する。
６時間 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF後、６時間ﾌｧﾝ残留運転する。

16 暖房ファン間欠
連動なし ○
２０休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは20分OFF5分弱風の間欠運転。
５休５送風 暖房停止、または暖房ｻｰﾓOFF時、ﾌｧﾝは5分OFF5分弱風の間欠運転。

17 外機制御
圧力制御標準
圧力制御切換

○

機能設定

室内機能

設定風量

室内ユニットを変更して設定す
る場合は、エアコン№ボタンを
押すと、室内ユニット選択表示
(例：内000)に戻ります。 

運転／停止ボタン 
(終了) 

エアコン停止状態で 
セット＋ 運転切換ボタン同時３秒押し 

(開始) 設定内容を記録して
保管してください。

SW7-4の設定による。

注2（1448ページ参照）

注2（1448ページ参照）

注3（1144ページ参照）

強制停止します。

全室内ユニットを緊急停止させる時に使用します。

全室内ユニットが緊急停止します。

本機能は使用しません。
設定変換しないでください。

各制御の詳細は、2014年ハンドブック（サービス編）をご覧ください。



－ 1162 －

⑥試運転

リモコン操作により、運転データの確認ができます。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。
　　表示が「運転データ表示▼」となります。
２．「運転データ表示▼」の表示で、セットボタンを押します。
３．リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合、
　　「データ確認中」表示となり、（データを読み込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１（右表）が表示されます。
　　７. へお進みください。
４．リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合、
　　�接続されている室内ユニットの中で、最も小さい室内アドレス

が表示されます。
　　[ 例 ]「室内機選択 」（１秒間点灯）「内０００▲」( 点滅 )
５．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
６．�セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変

わります。）
　　「内００１」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）
　　　　↓
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）
　　その後、運転データ項目０１が表示されます。

７．▲ ▼ ボタンにより、現在の運転データを確認できます。
　　表示される項目は右記の通りです。
　　※�機種により該当するデータがないものは、その項目は表示さ

れません。
８．�室内ユニットを変更する場合は、エアコンＮｏ．ボタンを押す

ことにより、室内ユニット選択表示に戻ります。
９．運転／停止ボタンを押すと、終了します。

設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻り
ます。

◎�運転データの確認は、リモコン２台で室内ユニットを運転する場
合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで
きません。）

リモコンを次の手順で操作してください。
１．冷房試運転の開始
　　①運転／停止ボタンを押して、運転します。
　　②運転切換ボタンにより、「冷房」を選択します。
　　③試運転ボタンを３秒以上押します。
　　　表示が、「冷房試運転▼」となります。
　　④「冷房試運転▼」の表示で、セットボタンを押すと、冷房試運転を開始します。
　　　表示は、「冷房試運転」となります。
２．冷房試運転の解除
　　下記のいずれかの操作が行われた時、冷房試運転は解除され、「冷房試運転」表示は消灯します。
　　①運転／停止ボタンが押された時。
　　②温度設定 ∧ ボタンが押された時。
　　③運転切換ボタンにより冷房以外のモードに変えた時。
　　④冷房試運転開始より、３０分経過した時。

冷房試運転方法

運転データの確認方法

ドレンポンプ運転がリモコン操作により可能です。
リモコンを次の手順で操作してください。
１．ドレンポンプ強制運転の開始
　　①試運転ボタンを３秒以上押します。表示が「冷房試運転▼」となります。
　　②▼ボタンを一度押し、「ドレンポンプ運転 」を表示させます。
　　③セットボタンを押すと、ドレンポンプ運転を開始します。表示：「セットで停止」
２．ドレンポンプ運転の解除
　　①セットボタン又は、運転／停止ボタンを押すと、ドレンポンプ強制運転を解除します。エアコンは停止状態となります。

◎リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできません。）

ドレンポンプ試運転方法

番号 データ項目 
冷房（運転モード）    
設定＿℃（設定温度）  
吸込＿℃（吸込温度）  
リモコンセンサ＿℃（リモコンセンサ温度）  

 

内ファン＿速（室内ファン速調）  
要求＿Ｈｚ（要求周波数） 
アンサー＿Ｈｚ（アンサー周波数）  
内ＥＥＶ＿Ｐ （室内膨張弁開度） 
内運転＿Ｈ（室内運転積算時間）  
外気＿℃（外気温度）  
ＴＨＯ-Ｒ１＿℃（室外熱交センサ） 
ＴＨＯ-Ｒ２＿℃（室外熱交センサ） 

ＨＰ＿ＭＰａ（高圧）  
ＬＰ＿ＭＰａ（低圧） 
Ｔｄ＿℃（吐出管温度）  
ドーム下＿℃（ドーム下温度） 
ＣＴ ＿ Ａ （ ＣＴ 電流）
ＳＨ制御＿℃（ＳＨ制御値）  
ＳＨ＿℃（実ＳＨ） 
ＴＤＳＨ＿℃（実ＴＤＳＨ） 

外ファン＿速（室外ファン速調） 
６３Ｈ１（６３Ｈ１/ＯＦＦ）
デフロスト（デフロストＯＮ/ＯＦＦ） 
圧縮機＿Ｈ（圧縮機運転積算時間） 
外ＥＥＶ１＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＣ） 

０１
０２
０３
０４
０５
０６
０７
０８
０９
１０
１１
１２
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９ 外ＥＥＶ２＿Ｐ（室外膨張弁開度ＥＥＶＨ） 

圧縮機＿Ｈｚ（圧縮機周波数）  

保護制御Ｎｏ．（圧縮機保護ステータスＮｏ．） 

ＴＨ i - Ｒ１＿℃（室内熱交センサ/Ｕベンド） 
ＴＨ i - Ｒ２＿℃（室内熱交センサ/キャピラリ） 
ＴＨ i - Ｒ３＿℃（室内熱交センサ/ガスヘッダ） 
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異常発生時の運転データを記憶し、リモコンから異常運転データの確認ができます。
データ項目は ⑥試運転 の項目を表示します。
※機種により該当するデータがないものは、その項目は表示されません。
[ 操作手順 ]
１．点検ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
２．▼ボタンを一度押して、「エラーデータ表示▲」に切換えます。
３．セットボタンを押すと、異常運転データ表示モードに入ります。
４．�リモコンに接続されている室内ユニットが１台の場合は、以下の

表示となります。
　　①�異常履歴がある場合：エラーコードと「データ確認中」を表示

します。
　　　[ 例 ]「Ｅ８」（エラーコード）
　　　「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
　　　�続いて、データが表示されます。８へお進みください。
　　②�異常履歴がない場合：「異常なし」を３秒間表示し、本モードを

終了します。
５．�リモコンに接続されている室内ユニットが複数台の場合は、以下

の表示となります。
　　①�異常履歴がある場合：接続されている室内ユニットの中で、最

も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラーコード
を表示します。

　　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００▲」（点滅）
　　②異常履歴がない場合：アドレス番号表示のみとなります。
６．▲ ▼ ボタンで、表示したい室内アドレスを選びます。
７．�セットにより確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）
　　[ 例 ]「Ｅ８」「内０００」（選択した室内アドレスを２秒間点灯）→「Ｅ８」
　　「データ確認中」（データを読込む間点滅表示）　　　続いて、データが表示されます。
　　異常履歴がない室内ユニットを選択した場合は、「異常なし」を３秒間表示し、室内アドレス表示に戻ります。
８．▲ ▼ ボタンにより、異常運転データを確認できます。
９．室内ユニットを変更する場合は、エアコン№ボタンを押すことにより、　室内ユニット選択表示に戻ります。
１０．運転／停止ボタンを押すと、終了します。
　設定の途中で、リセットボタンを押すと、一回前の設定画面に戻ります。
◎�異常運転データの確認は、リモコン２台で室内ユニットを運転する場合、親リモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操

作はできません。）

⑩故障診断方法

室内ユニットエラーコード 

赤（点検） 緑（正常）
連続点滅
消灯 

連続点滅

不定

Ｅ２ １回点滅 連続点滅

Ｅ３

Ｅ５
Ｅ６
Ｅ７
Ｅ9
Ｅ10
Ｅ１1

Ｅ１２

Ｅ１６
Ｅ１８
Ｅ１９
Ｅ２８

Ｅ６３

 ２回点滅 連続点滅

２回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅

連続点滅
連続点滅

室内Ｎｏ． 室外Ｎｏ．
新仕様 ００１～１２７ ４９

０～４７ ４８，４９
４８，４９ ０～４７

１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅
１回点滅 連続点滅

連続点滅
Ｅ３０以上 連続点滅

消灯
消灯

消灯

不定

消灯
消灯

消灯
消灯
消灯 連続点滅

室外ユニット点検（室外基板ＬＥＤ点検）
緊急停止

ファンモータ異常
Ｅ１5 １回点滅 連続点滅 室内吹出空気温度センサー断線・短絡

親子室内アドレス設定不良
運転チェックモード設定不良
リモコンセンサー断線

室内吸込空気センサー断線・短絡
フロートＳＷ作動。全熱交換器異常
リモコン複数台制御接続台数オーバー
親室内機設定不良

室内アドレスＮｏ．重複（運転中のみ検知）
室内機接続台数オーバー（運転中のみ検知）
室外電源ＯＦＦ又は欠相
対応室外アドレスＮｏ．無し
室内外伝送不良、室外マイコン異常
室内熱交センサー断線・短絡

内容

Ｅ１

消灯

室内基板→リモコン伝送不良
リモコン線にノイズ
室内マイコン暴走

電源部不良、室内電源ＯＦＦ又は欠相 
正常

１回点滅

リモコン
表示

室内基板ＬＥＤ

室内ユニットアドレスＳＷ スーパー
リンク  

旧仕様 

連続点滅

⑦制御の切換
●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）
スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ３
ＳＷ４

制御内容 スイッチＮｏ． 制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

室外アドレス（１０位）
室外アアドレス（１位）

スイッチＮｏ．制御内容
ＯＦＦ （必ずOFFで使用）
スーパーリンクは新旧自動判別

ＳＷ５－２

ＳＷ５－１

室内アドレス（１００位）

ＯＮ
ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４

運転チェック・ドレンポンプ運転試
通常運転

機種容量

ＳＷ７－１

ＳＷ７－2
ＳＷ７－3 ＯＦＦ（吸込） /ON（吹出）温度制御
ＳＷ７－4 ＯＦＦ（圧力制御手動切換） /ON（自動切換）

予備

⑧室内基板ＣＮＴコネクタの機能

出力１ エアコン運転出力（エアコンＯＮ時ＸＲ１＝ＯＮ）
出力２ 暖房出力 
出力３ サーモＯＮ出力（サーモＯＮ時ＸＲ３＝ＯＮ）
出力４ エアコン点検出力（エアコン点検時ＸＲ４＝ＯＮ）

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮ  エアコンＯＮ出荷時 
ＸＲ５  ＯＮ⇒ＯＦＦ  エアコンＯＦＦ

入力５

現地切換 
（リモコン機能設定） 

ＸＲ５  ＯＦＦ⇒ＯＮのパルス信号
によりＯＮ/ＯＦＦ反転

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ５は、ＤＣ１２，２４ＶまたはAC１００，２００Ｖリレー
（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣＮＴコネクタ（現地側）メーカ、形式 
 コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６ 
 端子  ：モレックス製 ５２６３Ｔ 

●機能 

●遠方発停・

●

監視キットを別売品にて準備しておりますので
ご利用ください。 

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

室内機ユニット
制御箱

＋12
クロ XR1 XR1

XR2
XR3
XR4

XR2
XR3

XR5

XR4
XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ

ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
又はタイマー接点

AC100V
AC200V
DC12V
DC24V

AC
100/200V

入力

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。
プリント基板 遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m

突合せ形接続子
（適用範囲0.75～1.25mm2）

冷暖フリーマルチ用分流コントローラの信号線を接続する
場合，分流コントローラに付属の据付説明書に従い、
CNTあるいはCNT2に接続してください。
●XR2（暖房出力）は組込み済みです。
　全熱交換器の加湿器連動に使用します。
　遠方発停・監視キットを使用する場合はキットの出力（コモンー
　出力2）を端子3，4に接続してください。

⑨冷房時の全熱交換器バイパスダンパ制御
●吸込温度により，全熱交換器のバイパスダンパを制御
（ON/OFF）します
●リレー出力：DC12Vリレー（オムロン製LY2F相当品）

吸込温度（℃）

吸込温度上昇
吸込温度下降

CnD：ON

10 12 16 18
CnD：OFF CnD：OFF
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10. 使用例

例1 全熱交換器と SAF-DXP の組合せの場合

全熱 
交換器

SA
RA

EA

OA

SAF-DXP

リモコン

FDT FDT FDT

室内
リモコン

例2 複数の SAF-DXP を使用する場合

大風量
全熱
交換器

SA

RA

EA

OA

SAF-DXＰ SAF-DXＰ

SA SA

リモコン

⇒SA‘

SAF-DXＰ

	 大風量全熱交換器に複数の SAF-DXP をつける場合、
	 1 リモコン制御を行い、全熱交換器の運転と連動させてください。
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内蔵式ドレンポンプはオプション
型式：DXA-DU-E

60
0以
下

（
ド
レ
ン
ア
ッ
プ
最
大
寸
法
）

11. オプション（ドレンポンプ）
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外付膨張弁セット 据付工事説明書   PHZ012D001  

本説明書は、室内 ― 室外ユニット配管途中に取付ける膨張弁セットの据付方法を記載してあります。 

室内ユニットの据付方法、室内ユニット付属の説明書等をご覧ください。 

室外ユニットの据付方法、および冷媒配管工事方法は、室外ユニット付属の説明書をご覧ください。 

また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。 

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。 

●ここに示した注意事項は､ △警告､△ 注意､に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大

な結果に結びつく可能性が大きいものを特に△ 警告の欄にまとめて記載しています。しかし、△ 注意の欄に記載し

た事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載して

いますので、必ず守ってください。 

●ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。○ 絶対に行わない ○ 必ず指示に従い行う

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。

 ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書

に従って施工する。  施工不備があると感電、火災の原因になります。 

●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。 

冷媒が室内に漏れ、火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。 

●配管、フレアナット、工具は R410A 専用のものを使用する。

フレアナットは付属のものを使用すること。 

●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締め付ける。 

フレアナットの締め付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。 

●元電源を切った後に電気工事を行う。

 感電、故障や動作不良の原因になることがあります。 

●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。

 万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。 

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する。

 スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●洗濯室等、水の掛かる場所では使用しない。 

 膨張弁セットは水の浸入に対する保護はしておりません。 

水が掛かると感電、火災等の原因になることがあります。

警 告

注 意 

安 全 上 の ご 注 意

－ １ －

外付膨張弁は､マルチパッケージエアコン室内ユニットの膨張弁で発生する冷媒流動音を軽減させ

る目的で、室内ユニットから離れた位置に膨張弁を設け冷媒を制御するものです。 

ホテル客室・寝室・役員室などの低騒音を要求される静かな部屋に室内ユニットを設置する場合の

使用をおすすめします。 

6.7 外付膨張弁セット（AP-EEV）

目　次
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1. 仕　　様

形式 外付膨張弁セット　AP-EEV

適用機種 マルチエアコン室内機　P22 ～ P80

組合せ室外機

ビル空調シリーズ

ガスヒートポンプエアコン

個別発停マルチ

配管制限
室内ユニットからの距離　　   5m 以内

室内ユニットとの高低差　　2.5m 以内

付属配線 6m　60℃以下で使用可

１．据付場所は、下記条件に合う場所を選んでください。

・膨張弁ボックスは液管に取付け、水の掛からない天井内に設置してください。

・膨張弁ボックス点検可能な位置に、必ず点検口を設けてください。

・膨張弁ボックス周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。

本ユニットはJIS 露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲

が上記条件以上の高湿度の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。厳しい条件の場所に

据え付ける際は、断熱材を貼付ける等、必要に応じて結露対策をお願いします。

２．工事概容　（詳しくは付属の据付工事説明書をご覧ください）。

・液ラインの室内ユニットから分岐管の間に膨張弁ボックスを取り付けます。

・室内ユニット形式 P22 ～ P56 の場合は、φ 6.35 フレア部で接続してください。

・室内ユニット形式P71,P80の場合は、異径継手配管（付属）を使用してφ9.52配管へ接続してください。

・膨張弁ボックス付属の配線を室内ユニットへ接続してください。

３．注意事項

・�膨張弁ボックスは、付属の取付板を使用して固定してください。箱の傾斜は上下で20mm以内として

ください。

・�膨張弁ボックスへ接続する現地配管は、適宜固定して膨張弁ボックスの配管が引っ張られる等の荷重

が掛からない様にしてください。

・�液配管への取り付け方向があります。ラベルに記載されている“室外ユニット側”，“室内ユニット側”

に合わせてください。

・�膨張弁ボックスから室内ユニットの間は、通常マルチエアコンの渡り配管より低温に下がります。

　天井内・�壁内を通す場合、現地配管断熱材厚さ20mm以上を推奨します。

・�膨張弁ボックス付属配線の許容温度は60℃です。60℃を超える場所では耐熱用配線に変更すること。

・直に配線をステ－プル等で、柱やボードに固定するのは、配線損傷の原因になるため行わないこと。

 

 

室外ユニット 室外ユニット 

 制御基板 

膨張弁ボックス 

液配管 

ガス配管 

（分岐管側） 

異径継手配管

（P71,P80） 

配線 
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外付膨張弁セット 据付工事説明書   PHZ012D001  

本説明書は、室内 ― 室外ユニット配管途中に取付ける膨張弁セットの据付方法を記載してあります。 

室内ユニットの据付方法、室内ユニット付属の説明書等をご覧ください。 

室外ユニットの据付方法、および冷媒配管工事方法は、室外ユニット付属の説明書をご覧ください。 

また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。 

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。 

●ここに示した注意事項は､ △警告､△ 注意､に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大

な結果に結びつく可能性が大きいものを特に△ 警告の欄にまとめて記載しています。しかし、△ 注意の欄に記載し

た事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載して

いますので、必ず守ってください。 

●ここで使われる“図記号”の意味は右のとおりです。○ 絶対に行わない ○ 必ず指示に従い行う

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。

 ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書

に従って施工する。  施工不備があると感電、火災の原因になります。 

●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。 

冷媒が室内に漏れ、火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。 

●配管、フレアナット、工具は R410A 専用のものを使用する。

フレアナットは付属のものを使用すること。 

●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締め付ける。 

フレアナットの締め付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。 

●元電源を切った後に電気工事を行う。

 感電、故障や動作不良の原因になることがあります。 

●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。

 万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。 

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保する。

 スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●洗濯室等、水の掛かる場所では使用しない。 

 膨張弁セットは水の浸入に対する保護はしておりません。 

水が掛かると感電、火災等の原因になることがあります。

警 告

注 意 

安 全 上 の ご 注 意

－ １ －

外付膨張弁は､マルチパッケージエアコン室内ユニットの膨張弁で発生する冷媒流動音を軽減させ

る目的で、室内ユニットから離れた位置に膨張弁を設け冷媒を制御するものです。 

ホテル客室・寝室・役員室などの低騒音を要求される静かな部屋に室内ユニットを設置する場合の

使用をおすすめします。 

3. 据付関連事項 PHZ012D001
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・適用機種 

マルチシステム用 

室内機 Ｐ22～P80 形 

１．据付場所は、下記条件に合う場所を選んでください。 

 ・膨張弁ボックスは液管に取付け、天井内に設置してください。 

・膨張弁ボックス点検可能な位置に、必ず点検口を設けてください。 

 ・室内ユニットからの距離は 5m以内 

 ・室内ユニットとの高低差は 2.5m 以内 

 ・膨張弁ボックス周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所。 

本ユニットは JIS 露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上

記条件以上の高湿度の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。厳しい条件の場所に据え付ける 

際は、断熱材を貼付ける等、必要に応じて結露対策をお願いします。 

 注意・膨張弁ボックスは、付属の取付板を使用して固定してください。箱の傾斜は上下で 20mm 以内 

   ・膨張弁ボックスへ接続する現地配管は、適宜固定して膨張弁ボックスの配管が引っ張られる等の荷重 

    が掛からない様にしてください。 

・液配管への取り付け方向があります。ラベルに記載されている“室外ユニット側”，“室内ユニット側” 

 に合わせてください。 

① 据付けのまえに 

② 膨張弁ボックスの据付 

－ 2 －

室内ユニット側 

室外ユニット側 

（分岐管側） 

取付板 

膨張弁ボックス 

(ボックス内接続済み） 

中継配線

Ｂ 
(長さ 70mm)

異径継手

配管 
冷媒配管接続部の断熱用 

パイプカバー バンド 

異径継手

断熱用 

１セット 1 個 ２個 ２個 ２個 ６個 

ｺﾈｸﾀ

白 

ｺﾈｸﾀ

白 

ｺﾈｸﾀ

赤 φ6.35 

φ9.52 

・以下の内容物をご確認ください。 

 膨張弁ボックス外形寸法  

異径継手 

配管 

異径継手 

配管 
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，
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●ガス漏れチェック後、付属の継手用断熱材をかぶせ、両端を付属のバンドでしっかりと締付ける。 

１． 室内ユニットの膨張弁を全開にする。 

1） 室内ユニット電源投入前の場合、膨張弁は全開になっています。２．項に進んでください。 

2）電源投入している場合（膨張弁が作動した可能性がある場合）は、室内ユニット電源を一度切、室内外通信

（A-B 信号線）を外してください。その後、室内ユニット電源を入れなおしてください。約 60 秒間で膨張弁は初期

状態、全開に開きます。

（室内ユニットは、最初に電源が入ると膨張弁を閉じた後、全閉位置から全開まで自動で開きます。電源投入か 

ら約 60 秒間は、この制御を行っているので電源を切らないこと、リモコン操作をしないこと、室内外通信をしない 

こと。)  

 ２．室内ユニットの膨張弁コネクタを外し、膨張弁ボックスの配線を接続します。 

・機種により配線のコネクタ切換え位置が変わります。 

① 制御基板上 CNA（赤）で接続 

② 中継線 CNA2（白）で接続 

1）室内ユニットの電源が切れているのを確認し、膨張弁ボックス配線を表コネクタ切換え位置で接続してください。 

制御基板 CAN（赤）6P へ接続の場合は中継配線 B（付属品）を使用してください。 

2）配線はコネクタに負荷が掛からない様に適宜固定すること。 

コネクタ切換え位置 ① 制御基板上 CNA（赤）で接続（中継配線Ｂを使用する） ②中継線 CNA2（白）で接続 

代表形式 FDT FDTW FDTS FDR FDU FDE  

GT GTW GTS GR GU GE 

FDTC FDFL 

FDFU GFL GFU

FDTSC FDK GK 

回路図 
(室内ユニット出荷状態)

SM:膨張弁用ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀ

                          制御基板

             CNA 赤 6P

        CNA2      制御基板 

        白 6P      CNA 赤 6P 

回路図 

(外付膨張弁取付後) 

④ 電気配線接続 

－ ４ －

コネクタ 1 2 3 4 5 6
中継配線 白 黄 茶 黒 緑 赤
膨張弁 白 黄 橙 青 赤

膨張弁ボックス付属配線は取り外した膨張
弁と配線色が変わります

オリジナル中継線

制御基板 

CNA 赤 6P

CNA2 

白 6P 
制御基板 

CNA 赤 6P

CNA2 

白 6P 

中継配線Ｂ オリジナル中継線 

膨張弁ボックス 膨張弁ボックス 

膨張弁ボックス付属配線の許容温度は 60℃です。60℃を超える場所では耐熱用配線に変更すること。 

直に配線をステ－プル等で、柱やボードに固定するのは、配線損傷の原因になるため行わないこと。 
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① 制御基板上 CNA（赤）で接続の場合 

・膨張弁ボックスからの配線に中継配線 B を接続してから室内ユニット制御基板へ接続する。 

［オリジナル中継配線を使用している機種（FDFL 他）も、基板上 CNA(赤)から外す。］ 

② 中継線 CNA2（白）で接続の場合 

膨張弁ボックスからの配線を、オリジナル中継線へ接続する。 

以上で外付膨張弁セットの設置は完了です。 

室内ユニットから、室内外通信（A-B 信号線）を外している場合は元に戻してください。 

・制御基板 CNA(赤)を外す。 

・中継配線Ｂを使用して制御基板

CNA(赤)へ接続する。 

中継配線 B

・オリジナル中継線 CNA2(白)側を外す。

・外付膨張弁セットからの配線を、オリジ

ナル中継線 CNA2(白)側へ接続する。 

オリジナル中継線 

外す 

（赤） 

外す(白) 
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＜膨張弁ボックス＞ 

＜膨張弁ボックス＞ 
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　本資料は室内ユニットFDTP1404SXおよび室外ユニットに関する事項を記載しております。
　記載事項以外については，2012年冷熱ハンドブック 設計・施工編，サービス編および技術資
料4-437-1-D（12-10発行），4-443-1-D（13-6発行）をご覧ください。

同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

　　　　　　　　 冷熱事業部

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒108-0023

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都港区芝浦２－11－５

三菱重工業株式会社




